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目的目的

微小試料のテラヘルツ・遠赤外分光およびイ微小試料のテラヘルツ・遠赤外分光およびイ
メージングメージング →→ 強相関系などのキャリアダイナミ強相関系などのキャリアダイナミ

クスや相分離の電子状態の研究クスや相分離の電子状態の研究

対象物質：有機超伝導体など対象物質：有機超伝導体など

将来は，極低温，磁場下，圧力下へ拡張予定。将来は，極低温，磁場下，圧力下へ拡張予定。



Yb1-xLaxB6のキャリア密度分布のイメージング（キャリア密度と磁性が関係）

（中赤外でのデモンストレーション）
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Yb1-xLaxB6でのキャリア密度とキャリア密度とLaLa濃度の関係濃度の関係

0 5 10
0.0

0.5

1.0

 

 

N
ef

f (1
020

 c
m

-3
)

La density (%)

Y=7.0x1020-4.4x1019xX



Sample on substrate at IR-MO station of SPring-8

Au film

CeSb

d[4,4]−κ-(ET)2-Br

d[2,2]−κ-(ET)2-Br

1mm M2 screw



Setup for FIRSR-spectromicroscopy @ UVSOR
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放射光遠赤外顕微鏡のスペクトル分布と空間分解能
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空間分解能の評価

d = αλ / NA, α = 0.61, λ ~ 25µm（= 
400cm-1）, NA = 0.3よりd～ 50 µmと
なり，回折限界に近い。



まとめまとめ

放射光はテラヘルツ顕微鏡に対して，極放射光はテラヘルツ顕微鏡に対して，極
めて有効である。めて有効である。


